



































ポット (NGH, Next Generation Hotspot)」という規
格がある [2]．NGHは，Wireless Broadband Alliance
(WBA)とWi-Fi Allianceが共同で推進しているもの






2017 年より行っており，City Wi-Fi Roaming トラ
イアルに参加することで，国際的なローミングを実














govroam anyroam, WBA/City Wi-Fi, etc.
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図 2 Cityroam基地局マップ (2018年 7月現在)
Roaming Consortium) を相互接続するための認証連
携アーキテクチャの開発の過程で考案されたもので
ある [2]．学術系無線 LAN ローミング基盤 eduroam
[5] や，これをベースに開発された政府機関向けの
govroam [6] は，それぞれが一つの RC に相当する．
eduroamと govroamの両方のサービスを提供しよう





















して，2018 年 6月より CityroamTM の名称で呼ぶこ
とにした．図 2は執筆時点の基地局マップである．
2.2 Cityroamのサービスと仕様















































(Memorandum of Understanding) を利用して，現在
著者らが開発中であり，まだ一般に利用できる段階で
はない．そのため，Cityroamの基地局では eduroam
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の標準の SSID である “eduroam” も併設している．
これにより，世界中の eduroam 利用者が，市街地
で容易にサービスを享受できるようになっている．
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カウントの形式としては，ID・パスワードやクライア
ント証明書 (電子証明書) に加えて，携帯電話の SIM
の利用も有力である．1X認証では，SIMを利用した










• Odyssys Hotspot 2.0 OSU (デモ専用)

























トライアル (プロジェクト) である．第 2 回目となる
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